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真
野
普
門
3
丁
目
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
の
許
可
審
議
は
慎
重
に

共
産
党
議
員
団�

小　
島�　
義　
雄

問
　
本
事
業
に
係
る
農
地
転
用
許
可
申
請

時
に
提
出
さ
れ
た
隣
接
者
承
諾
書
の
偽
造

が
発
覚
し
、
許
可
相
当
の
議
決
が
取
り
消

さ
れ
た
。
農
業
委
員
会
の
今
後
の
対
応
と
、

こ
の
件
を
受
け
市
は
本
事
業
を
許
可
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
本
書
の
提
出
は
農
地
転
用
許
可
に
必

須
で
は
な
い
が
、
本
書
の
偽
造
で
他
の
申

請
図
書
に
も
疑
念
が
生
じ
、
再
審
議
が
必

要
と
判
断
し
た
も
の
で
、
現
在
隣
接
者
に

真
の
承
諾
を
得
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

設
置
許
可
に
つ
い
て
は
事
前
協
議
中
で
あ

り
、
本
申
請
時
に
適
切
に
審
査
す
る
。

災
害
発
生
時
に
お
け
る

�

支
所
の
職
員
体
制
の
充
実
を

共
産
党
議
員
団�

杉　
浦�　
智　
子

問
　
災
害
発
生
時
、
支
所
で
は
地
域
か
ら

の
情
報
提
供
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、

避
難
所
対
応
な
ど
で
業
務
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
た
こ

と
か
ら
、
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

職
員
配
置
を
現
在
の
昼
夜
と
も
に
1
人
ず

つ
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
2
人
体

制
へ
と
充
実
す
べ
き
で
は

答
　
災
害
や
避
難
所
開
設
の
状
況
に
応
じ

て
、
初※

動
支
所
班
員
を
2
人
に
増
員
す
る

な
ど
体
制
の
充
実
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

令
和
3
年
8
月
の
大
雨
で
の
対
応
を
振
り

返
り
、
今
後
に
備
え
た
安
心
し
て
避
難
で

き
る
避
難
所
運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る

�

条
例・ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

共
産
党
議
員
団�

立　
道　

�

秀　
彦

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
中
、
地
域
循
環
型
経
済
の

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
策
定
中
の
（
仮
称
）
地
域

産
業
振
興
基
本
条
例
、（
仮
称
）
中
小
企

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
そ
の
観
点
を
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
る
の
か
、
見
解
は

答
　
事
業
者
か
ら
の
地
域
循
環
に
関
す
る

意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
本
市
経
済
を
下
支

え
し
て
い
る
中
小
・
小
規
模
企
業
者
に
寄

り
添
っ
た
方
向
性
、
目
標
を
設
定
す
る
な

ど
、
経
営
者
の
希
望
や
支
え
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

�
早
期
導
入
を

共
産
党
議
員
団�
林　
　
　
ま　
り

問
　
市
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
必

要
性
を
既
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
て
の
市
民
の
人
権
の
保
障
、
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
停
滞
す
る
こ
と
な
く
導
入
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は

答
　
多
様
な
性
に
理
解
の
あ
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
人
権
学
習
会

や
出
前
講
座
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
延
長
線
上
に
必
要
が
あ
れ
ば
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
国
の
動
向
、
他
都
市
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

情
報
公
開
に
係
る

�

判
断
基
準
の
統
一
を

協�

生�

会�

出　
町　
明　
美

問
　
指
定
管
理
者
選
定
に
係
る
資
料
を
情

報
公
開
請
求
し
た
際
、
同
一
建
屋
で
同
一

事
業
者
が
実
施
す
る
事
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
津
市
民
会
館
は
ほ
ぼ
公
開
、
大
津

公
民
館
は
ほ
ぼ
黒
塗
り
の
公
開
と
情
報
の

開
示
範
囲
に
格
差
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て

統
一
さ
れ
た
基
準
や
判
断
が
必
要
で
は

答
　
開
示
内
容
の
違
い
は
実
施
機
関
の
判

断
が
異
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
今
後
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
条
例
な
ど
の
解
釈
や
基
準
を

具
体
的
に
表
記
す
る
な
ど
し
、
情
報
公
開

制
度
の
運
用
が
原
則
公
開
の
観
点
に
よ
り

行
わ
れ
る
よ
う
、
職
員
研
修
に
努
め
る
。

官
民
連
携
に
よ
る
Ｄ※

Ｘ
の
推
進
を

立�

志�

会�

青　
山　
三
四
郎

問
　
D
X
の
推
進
に
は
、
デ
ー
タ
化
さ
れ

た
情
報
を
公
開
し
、
官
民
が
連
携
・
相
互

活
用
し
な
が
ら
社
会
の
諸
課
題
に
役
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
予
測
や
、
必
要
と
す
る
地
域
へ
の

育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
が
、
本
市
で
の
実
現
可
能
性
に
対

す
る
見
解
は

答
　
既
に
保
育
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
民
間

企
業
で
の
活
用
実
例
が
あ
り
、
民
間
事
業

者
な
ど
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
需
要
予
測
へ

の
活
用
の
た
め
、
年
齢
別
人
口
統
計
デ
ー

タ
を
今
後
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

※初動支所班　災害時、各支所を拠点に地
域で発生している被害状況を把握し、災
害対策本部と連絡調整などを行う

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
　ⅠＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変化させるという概念

　10月７日に受賞者が発表された日本最大規模の地方自治
体や市民団体を表彰する政策コンテスト「マニフェスト大
賞2021」において、2,730件の応募の中から35件の優秀賞
が選出され、大津市議会の「ウィズコロナ時代を見据えた
オンライン本会議実現へのミッションロードマップ」が優
秀成果賞に選ばれました。

　受賞した取り組みは、新型コロナウイルス感染症のクラ
スターが本庁舎内で発生し、2020年４月末から５月初旬ま
で本庁舎への立入が制限されるという非常事態に直面した
教訓を生かし、コロナ禍の状況下でも議決機関としての機
能発揮を担保するため、オンライン本会議の実現に向けて、
大津市議会独自に実務的実現可能性の検証や法整備のため
の活動を展開してきたものです。

これまでのコロナ禍における
大津市議会の取り組みはこちらから

マニフェスト大賞2021

優秀成果賞を受賞!!

おおつ市議会だより
令和３年11月15日

質疑・一般質問質疑・一般質問


